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論文指導/論文指導 I・ Ⅱ Dissertation
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政章 論文指導 2通年 8単位 選択

会計制度 。会計基準全般について研究の対象とする。もちろん、諸外国の会計基準との比較研究も含まれる。ただ、論文指導の基

本方針として、規範的な議論をできるだけ避け、「なぜ・どうして」を探求しつづける姿勢を堅持したい。なお、各自のテーマに沿っ

た個別指導に先立つ準備作業として、いわゆる「論文の書き方」に関する文献と会計学の中級テキストを批判的に読解する。
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論文作成の準備

論文作成分野の論点整理
論文の書き方の指導
論文テーマの設定
参考文献の検索と収集

曇 論文のフレームワークの作成
1 研究計画と研究構想
2 論文の概要と構成 (章立て、目次)
3 論文テーマの設定とその確認
4 下書きとそれによる指導

(夏期休業中 :論文作成)
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夏期休業中に作成した草稿
にもとづく報告と指導

1 論文の進捗に応じた指導
2 章ごとの内容指導
3 中間報告と質疑応答による精級化
4 序章・本論・終章の構成指導

1後半 最終論文指導

1 体系的に整理されているか
2 論理的に展開されているか
3 最終報告に基づく残された問題点と全体的な見直し作業
4 完成論文の読後指導

1  イ固号U才旨:筆
2 集中指導 (合宿研修等)
3 中間発表会 (夏期休業後の適当な時期)
4 最終発表会 (2月 頃)
※1～ 4で 30回 以上に相当する指導を行う。

渕躙
前半は講義・演習を中心に進める。その後、受講生による研究課題の展開をサポートする形で論文作成に至るまで

指導する。

『会計学講義 第4版』(醍醐聡 東京大学出版会)

『論文の教室』(戸田山和久 NHKブ ックス)
『論文の書き方』(澤田照夫 講談社)
『理科系の作文技術』(木下是雄 中公新書)

鰤 修士論文の総合的評価
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